
都道府県名 栃木県 市区町村名

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

24,542,750 36 1,004,500

寄附金額

（円）

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

69

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

日光杉並木街道緊急調査事業

日光杉並木街道緊急調査事業

・平成27年度

・平成28年度

　日光杉並木街道杉並木の個々の現況確認調査を行い、個々の樹勢状況並びに倒木の危険度判定を行
うものであり、日光杉並木街道の適切な管理・保護の推進に資することを目的とする。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　日光杉並木街道杉並木の個々の現況確認調査を行い、個々の樹勢状況並びに倒木の危険度判定を行
うものであり、日光杉並木街道の適切な管理・保護の推進に資することを目的とする。

　　⑦地域・産業振興



①

②

②

　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

　日光杉並木街道杉並木の個々の樹勢状況、倒木の危険度判定を行い、日光杉並木街道の適切な管理・保護の推進に資する
ことに努めた。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 133,239

189,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

送付に係る費用

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　　⑤地元の伝統工芸品等

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

222,000

23,079 33,000

広報に係る費用 110,160



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 栃木県 市区町村名 宇都宮市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

49,724,444 ○ 1,385 41,585,352 ○

寄附金額

（円）

6,486,500 ○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

236

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

1,452

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と回
答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加し
た主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受入額
及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できように
していますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

市政全般

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
※ふるさと納税を特定財源として活
用していない（一般財源）

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください（複
数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業の
事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事業の
事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表の
状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期待
していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

地元の特産物等であり，年間を通して安定した供給が行えるもの。（インターネット受付や発送処理の対
応が可能な事業者に限る。）

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

16,500,000

18,195,000

465,258 555,000

広報に係る費用

169,683

432,000

140,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能な
範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを選
択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

その他（委託料）

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

15,473,700

16,540,641

1,000,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準などに
ついて記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するものを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入してくだ
さい。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふる
さと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・ワンストップ特例制度をマイナンバーと組み合わせ，一括で管理できるような体制を整備することで，
寄附者および自治体の負担が軽減されるのではないかと考える。
・話題性等を求めることで，謝礼品を８割還元とする自治体や豪華さ・特異性をアピールした謝礼品の競
争が進み，本来の寄附としての趣旨から逸脱するケースが想定されるため，線引きが必要だと考える。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的に
記入してください（複数回答可）。

ふるさとチョイスから「ワンストップ特例制度」を「希望する」とした場合，自治体へ申請書を送付する
手間を省けないかと要望があった。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に係
る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組で、そ
れぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内容等につ
いて記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 足利市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

7,977,000 34 6,580,000

寄附金額

（円）

330,000

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

8

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

50

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

史跡足利学校の維持補修費

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
史跡足利学校の維持補修費

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

足利学校維持補修費

日本遺産に認定された史跡足利学校の老朽化した茅葺屋根の補修等

足利学校維持補修費

日本遺産に認定された史跡足利学校の老朽化した茅葺屋根の補修等

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興

史跡足利学校の維持補修費



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

参観料や刊行物売払代の財源の他に、寄附金を充当することで、補修量を増加させることができる。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

②

②

　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

125,240

25,866 19,440

広報に係る費用

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

85,040

110,906

105,800

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

過度な返礼品について更に規制するなど、「寄附」という本来の趣旨に沿った制度改正を望みます。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 栃木市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

88,730,000 3,996 88,398,000

寄附金額

（円）

17,981,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

786

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

4,019

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

図書・マスコットキャラクター

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

2

1 1

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

奨学基金

経済的理由により修学困難な生徒･学生に対し、市奨学基金から奨学金貸付を行い、能力のある生徒･
学生に対し、公平な進学の機会の提供をすることで、将来の本市を担う人材を育成する。

奨学基金

経済的理由により修学困難な生徒･学生に対し、市奨学基金から奨学金貸付を行い、能力のある生徒･
学生に対し、公平な進学の機会の提供をすることで、将来の本市を担う人材を育成する。

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

栃木市幼稚園第三子以降支援特別補助金や指定難病特定医療費受給者証・小児慢性特定疾病医療受給者証を所持している方
への介護手当の支給を行い、経済的負担の軽減や子育て世代の定住促進など安心して生活を送れるようになることが期待で
きる。

市民活動の市民による自発的な立ち上げや事業の充実・拡大などの資金として活用しており、補助金を利用してもらうこと
で市民活動体制の構築や事業の充実を図り、市民活動の市全体への拡がりを期待している。
また、補助する事業の内容は、子どもの健全育成や文化・教育的事業、市の観光資源発掘など多岐に亘っており、市民活動
事業の活性化及び協働のまちづくりのベース作りに繋がることを期待する。



○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

合計

17,134

44,331,538

540,000

141,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

21,182,000

824,404 501,000

広報に係る費用

43,436,000

54,000

20,000,000

とちぎ小江戸ブランドを中心に地元特産品を選定している。

地元の雑貨や菓子、飲料、施設利用券

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

○

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例について手続きの簡素化を検討していただきたい

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

申請書の提出期限を延長してほしい

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 栃木県 市区町村名 佐野市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

25,139,189 ○ 206 4,420,600 ○

寄附金額

（円）

760,000

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

47

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

428

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

歴史文化、佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

3 3

2

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

さのまるのより良い活用方法について研究し、さらなる認知度向上を図ることで、佐
野市のシティプロモーションに資する。

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

佐野ブランドキャラクターさのまるの
活動に関する事業

さのまるのより良い活用方法について研究し、さらなる認知度向上を図ることで、佐
野市のシティプロモーションに資する。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

さのまるプロモート事業

さのまるプロモート事業

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興

佐野ブランドキャラクターさのまるの
活動に関する事業



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

経済効果について検証していないため不明

・国際クリケット場の整備を行うことで国際大会誘致事業の取組推進が期待される。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

②

②

　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

0

0 0

広報に係る費用

0

0

0

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

0

0

0

0

0

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

寄附本来の意義が希薄になってしまうのではと危惧している。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄附申込書には押印不要だが特例制度の申込に押印が必要な事について簡略化出来ないものか意見が
あった。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 鹿沼市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

12,054,061 719 10,497,061

寄附金額

（円）

2,040,000

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

158

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

796

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

庁舎整備基金への積立

①

Ｂ



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

3

2 2

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
かぬま・あわの振興基金への積立

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

庁舎整備基金への積立

同上

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興

庁舎整備基金への積立



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

　市歳入の増加により財政の弾力性が高まった。
　不足する庁舎建設設備基金の積立財産が増加した。
　地場産品の販路拡大等により産業の振興に寄与した。

地場産品のＰＲによる鹿沼市の知名度アップにより流入人口の増加を期待している。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

地元事業者　市内に本社・支社・営業所を置く法人や個人事業主
市のＰＲにつながる品で市内で栽培、加工、販売、サービスがされているもの。
品質数量が安定していて、発送が円滑に行える品

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

3,054,000

108,324 98,000

広報に係る費用

3,412,941

1,016,957

1,047,000

960,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 4,538,222

949,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税制度の基本理念の広報、周知を徹底し、返戻品の対応についても、制度の中に規定して欲
しい

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 日光市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

11,897,314 217 11,018,000

寄附金額

（円）

428,000

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

17

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

233

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

市長におまかせする事業

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

3

2

1 1

3 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

小中学校管理運営事業

防犯カメラの設置

小中学校管理運営事業

デジタル教科書の購入

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源として実施した世界遺産魅力発信・誘客促進事業により、観光客入込数の増加につながった。

・市内小中学校に防犯カメラを設置し、犯罪の未然防止など安全確保に係る学校施設の整備が図られた。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

対象者：市内で特産品等の栽培、製造、販売、サービスの提供を行っている事業者
対象品①市内で生産された農産物②市内で加工・製造された、または市内で生産されたものを原料に加工・製造したもの③
市内に住所がある宿泊・観光施設等のクーポン券等④その他、日光市をＰＲしていると認められるもの　手続き：担当課へ
相談

市内宿泊施設の宿泊クーポン

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

22,100,000

80,509 500,000

広報に係る費用

3,564,820

36,162

18,000,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 3,681,491

3,600,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 小山市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

115,409,590 2,537 115,356,182

寄附金額

（円）

19,079,000

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

704

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

2,546

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1 2

3

2 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

放課後児童健全育成事業

本場結城紬情報発信事業

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

昼間保護者のいない家庭の市内の小学校に通学する児童に下校後、家庭生活及び社会
生活において必要な生活習慣、遊び等を家庭的雰囲気の中で学習する場を提供し、児
童の健全育成を図る。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

小山市の伝統産業であり、世界のユネスコ無形文化遺産に登録された「本場結城紬」
の情報発信、PRの拠点整備を推進する。

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

本場結城紬情報発信拠点の整備による、地元小山市産繭を原料とする新商品の開発や販売の促進を期待しています。

本場結城紬情報発信拠点の整備による、市有本場結城紬を活用した着心地体験事業、「小山きものの日」をはじめとする着
物の着用促進イベントの実施により、本場結城紬の魅力が市内外へ発信されることを期待しています。



○

○

○

○

　　⑩その他

合計

0

0

58,579,773

0

25,000

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

50,853,000

1,011,235 828,000

広報に係る費用

57,568,538

0

0

50,000,000

0

小山市の地場産品であること又はおやまブランドに選定されていること。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。



都道府県名 栃木県 市区町村名 真岡市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

24,514,000 1,162 24,489,000

寄附金額

（円）

4,041,000

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

192

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

1,165

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

活用実績がまだないため公表していない。
平成２９年度以降の事業から寄附金を活用した事業を実施することを検討中。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

市内に本店、支店、営業所等を有する事業者を対象にした公募により選定。現在は随時募集している
基準は、市内で生産された農水産物、市内で加工・製造された加工品・製造品等。市内で生産された農
作物等を原料に加工・製造された加工品・製造品で市をＰＲしていると認められるもの。市内に住所が
ある宿泊・観光施設等のクーポン券等、その他真岡市をＰＲしていると認められるもの。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

27,608,040

233,558 559,440

広報に係る費用

11,638,959 27,000,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

24,300

11,896,817

48,600

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 大田原市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

259,657,408 ○ 3,751 259,557,408 ○

寄附金額

（円）

35,273,008

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年5月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

802

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

3,752

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

結婚支援のための事業

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

3 3

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

子育て支援のための事業

子ども医療費助成事業、保育事業等子育てに関する事業

子育て支援のための事業

子ども医療費助成事業、保育事業等子育てに関する事業

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

子育て支援のための事業を充実させ、安心して子供を産み育てることができるような環境を整えることによって、出生率の
向上及び人口増加を期待している。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

市内で生産、加工される農畜産物、工芸品　等

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

1,009,000

63,522,000

2,141,923 2,129,000

広報に係る費用

70,108,000

6,000,000

1,113,562

53,000,000

6,000,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

ふるさと納税事務に係る臨時職員賃金

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

175,343

729,690

80,268,518

1,098,000

286,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

クーポン券の価格表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

申告特例制度について、１つの自治体に寄附をした場合は手続きの簡素化になると思うが、複数の自治体に寄附を行った場
合には、申告特例申請書を各自治体へ郵送しなければならないため、確定申告を行ったほうが負担が少ないのではないかと
思われる。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

制度がわかりにくい。本当に控除されるのか不安である。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 矢板市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

58,396,000 2,254 58,358,000

寄附金額

（円）

7,413,500

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

346

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

2,255

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

交通機能の拡充

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

3 3

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

基金を設置し、後年度に寄付者の使途指定に従って活用する。

検討中

基金を設置し、後年度に寄付者の使途指定に従って活用する。

検討中

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

未定

矢板市を魅力的にするための独自色の強い事業を展開することが可能になる。



○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計

5,213,340

34,802,960

4,548,600

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

30,108,600

520,020 560,000

広報に係る費用

29,069,600 25,000,000

ホームページでの事業者募集及び、商工会や各生産者などの組合への呼びかけを行い返礼品の候補を提
示してもらい、返礼品の要綱に適合した品を選定している。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

モラルを重んじる自治体が経済的損失を被る事態を解消するために、返礼品に関してある程度強制力の
あるガイドラインを策定するべきである。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 栃木県 市区町村名 那須塩原市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

136,994,677 ○ - -

寄附金額

（円）

-

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

2,574

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

6,605

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

3

3 2

2 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

外国人指導助手派遣業務

市内全小中学校にALTを常駐配置した。

小中学校施設整備事業

市内の小中学校のトイレを洋式化するなど、学校の施設整備を行う。

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。

　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

　特になし

市内の全小中学校にALTを常駐で配置することで、子どもたちが英語に親しみながら学習できている。
併せて、異文化への興味を持つきっかけとなっている。



○

○

○

○

　　⑩その他

合計

8,811,504

59,308,795

4,320,000

6,480,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

47,960,000

2,937,168 2,160,000

広報に係る費用

36,405,787

5,280,000

5,874,336

25,000,000

10,000,000

市ブランド認定品取扱い事業者を中心に返礼品を選定している。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

○

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・ワンストップについては、事務が煩雑化することに併せ、所得税に係る控除額を地方自治体が負担す
ることの無いよう、補填が必要であると感じる。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 栃木県 市区町村名 さくら市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

10,579,060 ○ - -

寄附金額

（円）

80,000

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

9

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

59

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ｂ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

ミュージアム資料取得基金事業

作品の充実

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 2

1 3

2 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

７と同じ

７と同じ

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

市の発展に必要な事業の財源にあてることができた。

教室の空調設備が整ったことにより、学業に専念できるようになった。



○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計

0

0

349,300

264,600

1,270,080

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

5,879,440

11,800 3,160

広報に係る費用

162,000

75,600

99,900

3,283,200

1,058,400

地元の食材を中心としている。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

なし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 栃木県 市区町村名 那須烏山市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,480,376 28 2,480,376

寄附金額

（円）

247,000

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

7

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

28

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

平成２８年１１月ユネスコ無形文化遺産登録予定の山あげ行事を後世まで守り続ける
為、若衆の確保や保存会の活動に役立てる

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

ユネスコ無形文化遺産の登録に向けた山あげ行事の経費

①

Ｂ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

1 3

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容 平成２８年１１月ユネスコ無形文化遺産登録予定の山あげ行事を後世まで守り続ける
為、若衆の確保や保存会の活動に役立てる

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

ほたるの里づくり環境保全経費

豊かな自然を守る為、ほたるの里づくり環境保全団体の取組に活用する

ユネスコ無形文化遺産の登録に向けた山あげ行事の経費

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

不明

・市内で蛍が飛び交う地区が増えるなど、自然環境保全効果があった。
　

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

市内のＰＲにつながる記念品で、市内で生産・製造・加工・販売・体験等のサービスがなされているもの

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

593,600

広報に係る費用

102,737

22,000

48,600

495,000

50,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 173,337

48,600

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 下野市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,270,000 8 2,270,000

寄附金額

（円）

10,000

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

1

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

8

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

具体的な事業は自由記入であり、選択ではないため該当なし

使途選択ではなく、寄付者に希望する特定事業を自由記入してもらう

①

Ｂ



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

確かな学力と芸術推進事業

小中学校用教材備品（楽器）の購入に充当

確かな学力と芸術推進事業

小中学校用教材備品（楽器・電子黒板）の購入に充当

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源として実施した確かな学力と芸術推進事業により、5,510,000円の経済効果があった。

・市内の公立小中学校に楽器を配備することにより、各学校の音楽の推進が図れた。
・市内の公立小中学校に電子黒板を配備することにより、文化庁が進める「教育のIT化に向けた環境整備４か年計画」に基
づく、授業におけるICT活用を図る。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

お礼という形で氏名・寄付額・充当希望事業を直近の市広報に掲載している。（匿名希望者は除く）
寄付の実績額については、寄付件数が少なく、寄付年度と事業実施年度が一致しない場合があるため、
掲載していない。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

③

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

市の特産品（下野ブランドに認定されたもの）を中心に選定している。また、返礼品の基準は、寄付額1
万円以上の寄付者を対象とし、寄付額に応じて段階的に返礼品相当額を区分した3種類の中から選択して
もらう。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

60,000

広報に係る費用

27,196

調達に係る費用に含む

60,000

調達に係る費用に含む

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 27,196

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

○

　　⑦その他

○

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

現在のふるさと納税制度は、返礼品目的のための寄付となっているため、制度本来の目的を強くPRして
いくべきだと思います。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 上三川町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,875,000 33 3,730,000

寄附金額

（円）

120,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

5

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

36

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

1 1

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

上三川小学校屋内運動場新築事業

耐震化及び児童数基準に適合する立替え

上三川小学校屋内運動場新築事業

耐震化及び児童数基準に適合する立替え

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・町事業推進の一助にはなっている。ただし、納税額の面では経済効果をもたらすまでには至っていない状況。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

未定（検討）

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

④

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

地元の特産品を選定

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

6,000

広報に係る費用

163,701

42,092

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

3,000

208,793

6,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

○ 　　⑦その他

○ 　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

寄付金手続きの検討

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

本制度は、町の特産品のPRや新たな発掘の機会となり、それによって地域経済への効果が期待できる。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

要綱を改正し返礼品にかかる規定を加えた。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 益子町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

38,370,756 2,029 38,370,756

寄附金額

（円）

9,470,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

513

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

2,029

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

益子町少年スポーツ教室事業

国内のトップアスリートを招き、技術向上や将来の夢実現に向けて、町内小中学生に実技指導をす
る。参加者数：野球、柔道、卓球教室など、町内小中学生６２０名

益子町少年スポーツ教室事業

国内のトップアスリートを招き、技術向上や将来の夢実現に向けて、町内小中学生に実技指導をする。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

不明

少年スポーツ教室に参加した小学生が、トップアスリートの指導や接することにより、教室で体験したスポー
ツに興味をもち中学校で部活動に入部したり、野球においては、高校野球全国大会に出場する高校に進学した
り、将来への夢を持ち実現に向けて意識が高まった。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

①益子町のＰＲにつながる商品で、益子町内で生産、製造、加工、販売、体験等のサービスがされているものであること。
②品質及び数量の面において、安定供給が見込めるものであること。ただし、期間限定・数量限定で供給可能なものは取り
扱い可。
③食品に関しては、商品情報（使用原材料等）の開示。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

15,831,840

390,904 360,193

広報に係る費用

10,942,507

2,558,000

2,487,930

9,720,000

2,280,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

1,868,551

18,247,892

1,770,310

1,701,337

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

平成２８年よりワンストップ特例申請書を提出される方は、個人番号の確認が必要となり、「個人番号の確認書類 」と
「本人の身元確認書類 」の貼付が義務づけられましたが、確定申告が不要になるためのワンストップ特例制度がかえって
煩わしくなり、ふるさと納税の減少に繋がるのではないかとの懸念があります。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 茂木町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

39,148,516 2,310 39,148,516

寄附金額

（円）

6,057,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

379

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

2,310

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

親孝行コースとして高齢者福祉関係

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

2

3 3

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

まちおこし事業

ふるさと茂木まつり（春・夏・秋・冬）など

地方創生事業

定住促進関連事業

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

ふるさと納税により、事業の財源不足を大なり小なり補うことができた。

人口減少に歯止めをかけるため、移住定住を促進する事業やPRを充実することで地方創生が図れるものと考えている。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

本町における農産物など特産品や加工品のほか、農商工観を含む地域経済の循環、地域振興につながれ
ると判断されるもの。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

28,716,600

373,847 568,600

広報に係る費用

18,000,409

2,000,045

189,000

22,500,000

2,500,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

2,027,325

22,590,626

648,000

2,500,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

○

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度は廃止するべきである。自治体の事務量増加によるサービス低下につながり制度
が複雑になってしまっている。税制度を理解していない人が多い中混乱をもたらすだけである。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

制度がわかりにくい。具体的に税金が減った感じがしない。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 市貝町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,640,570 37 1,640,570

寄附金額

（円）

180,000

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

18

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

37

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

観光施設維持管理事業

芝ざくら公園及びサシバの里いちかい道の駅の維持管理事業

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源として実施した芝ざくら公園維持管理事業により、観光客の増加による消費の拡大に期待する。

・ふるさと納税を財源として実施した芝ざくら公園維持管理事業により、観光客の増加に期待する。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

７月から公表する予定。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

現在は道の駅で取り扱っている商品を送っている。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

1,940,000

広報に係る費用

156,265

15,412

1,200,000

300,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 171,677

440,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

○

　　⑦その他

○

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 芳賀町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,315,000 58 1,795,000

寄附金額

（円）

30,000

○     ⑧その他

○ 　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

3

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

60

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税の本旨を理解した方からの高額寄付があったため

特に無し

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

教育振興総務費

就学指導など教育行政全般

教育振興総務費

就学指導など教育行政全般

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

ふるさと納税を事業の財源とすることで、一般財源支出の縮減が図れた。

特に無し

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

平成28年度以降公表予定

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

②

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

返礼時に収穫期を迎える農産物を選定

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

325,000

広報に係る費用

262,100

61,344

250,000

75,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計 323,444

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税の本旨と、実質通販となっている実状との乖離に疑問を感じる。
自治体間の競争はパイの奪い合いでしかないと思われる。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特に無し

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 壬生町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

82,211,413 7,992 82,191,413

寄附金額

（円）

14,585,000

○

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

1,378

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

7,994

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

1

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

　なし

　なし

子育て応援クーポン配布事業

出生時に、提携店舗にて紙おむつ・粉ミルク等の購入に使用できるクーポン券を交付

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

　子ども・子育て支援事業の実施により、定住促進・出生率向上に繋がることを期待している。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

　今後公表予定

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

④

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○ 　　⑩その他

壬生町にゆかりのある品物かどうか（壬生町で生産されている・壬生町産の原材料を使用している等）
を基準に選定している

地元生産の玩具等

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

1,921,000

28,824,000

784,318 550,000

広報に係る費用

37,741,993

2,885,465

324,000

24,500,000

1,820,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

臨時職員の賃金等

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

2,700

41,738,476

33,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

 特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 野木町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

619,000 33 569,000

寄附金額

（円）

190,000

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

8

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

34

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

3

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

野木町煉瓦窯保存事業

国指定重要文化財の保存補修工事

野木町煉瓦窯保存事業

煉瓦窯の維持管理費

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源として実施した野木町煉瓦窯保存事業により、修繕工事費の一部とすることができた。

・ＰＲ活動することにより来場者が増え、教育施設としても活用することができた。



○

○

　　⑩その他

合計 106,483

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

100,000

広報に係る費用

106,483 100,000

野木町のブランド品、特産品であればＯＫ。特に基準は設けていない。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 栃木県 市区町村名 塩谷町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,324,000 25 1,324,000

寄附金額

（円）

180,000

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

6

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

25

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

②

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
実績なし

　　⑦地域・産業振興



④

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない



○

○

　　⑩その他

合計

0

0

119,070

0

0

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0

101,000

0 1,000

広報に係る費用

119,070

0

0

100,000

0

特別基準等は設けていないが、町内の特産品としている

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 栃木県 市区町村名 高根沢町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,500,000 232 5,500,000

寄附金額

（円）

630,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

35

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

232

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と回
答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加し
た主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受入額
及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できように
していますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

②



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください（複
数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業の
事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事業の
事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表の
状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

特に無し。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期待
していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

④

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

　　⑩その他

要綱にて下記のとおり選定基準を定めている。
贈呈する特産品は、次の各号のいずれにも該当するものとする。(１)　町の知名度の向上又は産業の活性化に寄与する
ものであること。
(２)　町内で生産、製造、加工若しくは販売される商品若しくは提供されるサービス又は町内で生産されたものを原料
とする商品であること。
(３)　通年又は限定された期間に安定して提供できるものであること。(４)　寄附者への配送に耐え得るものであるこ
と。(５)　その他町長が必要と認める事項

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

3,588,000

988,000

広報に係る費用

3,089,630

84,018

2,532,400

67,600

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能な
範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを選
択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

20,861

3,194,509

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準などに
ついて記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するものを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入してくだ
さい。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふる
さと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

寄附意識の高揚、寄附金の増額という点ではよい制度ととらえる。
ワンストップサービスも申告義務者以外にとっては、わざわざ申告をする手間を増やさず控除が受けられるので良い。
ただし、地方自治体の限られた収入源のひとつである地方税が納税者（寄附者）の希望で他自治体へ流れ出ることには
疑問を抱く。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的に
記入してください（複数回答可）。

特に無し。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に係
る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組で、そ
れぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内容等につ
いて記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 那須町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

160,651,250 3,749 160,541,250

寄附金額

（円）

39,872,100 ○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

900

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

3,752

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

1 3

3

2 1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑥子ども・子育て

    ⑪その他

こどもに係る病気の早期発見と治療の促進及び子育て家庭への経済的支援を目的とし
たこども医療費助成制度を行っている。

６５歳以上の一人暮らしの方に対し、緊急通報装置を貸与し、安全、安心な暮らしを
守る。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

お年寄り安心コール事業

こども医療費助成事業

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興

公共交通



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

特になし

福祉の充実

・経済面以外での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○ 　　⑩その他

那須未来㈱[第３セクター]及び（一社）那須町観光協会が企画・提供するサービスを利用できる券、品
物、町内の那須和牛取扱店（販売店）が提供する那須和牛の精肉及び那須和牛を含んだ加工品のうち、
当該事業に適したサービス、品物として町長が選定したものを返礼品としている。

地元の宿泊施設の宿泊券、レジャー施設、美術館、博物館等の入館券、お食事券、商品券

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

64,978,000

1,492,723 3,275,000

広報に係る費用

71,052,514

737,000

140,400

45,000,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

984,000

合計

6,669,000

80,091,637

9,050,000

6,669,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

一部の自治体において、常識を逸脱したお礼品を用意していることにより、ふるさと納税制度のイメー
ジ悪化や存続が危ぶまれることになりかねないため、ある程度強制的なルールが必要である。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

マイナンバー制度も始まり、個人情報の管理という面からも寄附金控除は寄附者自らが行うことにして
欲しい。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について



都道府県名 栃木県 市区町村名 那珂川町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

38,736,201 2,592 38,736,201

寄附金額

（円）

8,201,001

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月24日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

499

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

2,592

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

町長にお任せ

①

Ａ



平成27年度 平成28年度（予定）

2

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑦地域・産業振興

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他
基金積立

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

基金積立

地域振興基金、福祉基金、教育文化基金、奨学基金に積立て

認定こども園整備費

認定こども園の施設整備事業費の一部に充当

・平成27年度

・平成28年度

　　⑩災害支援・復興



12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

・ふるさと納税を財源の一部として実施する認定こども園整備事業により、３６０，０００，０００円（うち、ふるさと納
税分１０，０００，０００円）の経済効果が見込まれる。

・これまでの保育園・幼稚園を廃止し、新たに幼保連携型認定こども園を整備することにより、質の高い教育・保育が提供
できるなど子育て支援の充実が見込まれる。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

受入額が確定してなく、活用事業も決定していないことから公表しなかったが、Ｈ２７年度の決算が確
定した後、９月までには公表予定。

・経済面以外での効果

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

④

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

「那珂川町ふるさと納税推進事業実施要綱」により、返礼品については、「町内で製造、加工、採取、
栽培等する商品」とし、地元事業者が承認を受けたものと定めている。

　　⑤地元の伝統工芸品等

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

17,295,000

397,235 404,000

広報に係る費用

15,483,000

2,632,000

0

13,000,000

2,000,000

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

合計

337,077

18,849,312

216,000

1,675,000

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・ワンストップ特例制度と確定申告との因果関係など制度の内容がよくわからない。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について
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